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1．はじめに   

家具などに用いられる小断面木質材料の接合は，ほぞまたは  

ダボと接着剤を併用した接合ノノ法が一般的である．しかし，接  

着剤を使わずに木質材料を接合する方法のひとつに，鋼板とド  

リフトピンを使った接合〟法がある．こ♂〕接合方法注 木材に  

糾板を挿入しドリフトピンで木材と銅板を固定するだけで，特  

に複雑な加1二を必要としない∴接着剤を使わずに仕＝を構成で  

きるなどの特徴がある．そこで，木造ドし一ムなどの人規模木造  

建築などで使用されることク）多いドリフトピン接合を，フレー  

トにアルミニウム，ドリフトピンにアルミニウムまたはスギ圧  

密材を使用し】この接合ん法がいすや机などの脚物家具に利用  

できないか検討した．  

mとした．また，アルミニウム板端とアルミニウムヒンまたは  

スギ什辞＝二‘ノン中心までの阻離はピン直径の2倍，スギ材端とア  

ルミニウムビンまたはスギ庁密ピン弓「心去での距離はピン何行  

の4倍とした．   

スギ圧密ビンは，幅127×厚44ニく長670mn，密度n∴共販／′（ニ最う  

のスギを厚さ25mにまで止縮し〕川．5mの丸棒を作製，長さ  

25mmに切断した．庁密後のスギの密度は0．583只／′′′（㌦であった．   

幅50〉く厚25×長1000mmのスギ146本をFfllアナライザー（ェ  

ー。アンド■ディし一社馳AI〕－3527）を用い，動的ヤング係数  

を求めた．こ♂）ときの密度は0．437g／cm3，動的ヤング係数の、ド  

均は3．89GPa，標準偏差は0．93であった．その後切り出したス  

ギを，ヤング係数ク〕分布が等しくなるように3つげ）グルー∵フ‖に  

分け試験に用いた．   

試験に手もINSTRON社製万能試験機（5568 鼓人容量50  

kN）を用いた．試験速度は5mnl／mlnとした．試験は各条什と  

も4体ず七行った．   

アルミニウムピンの場合㌧ ビンは1し壬たは2列としピンの間  

隔lノを2～7（pで変化させた．スギ止密ビンの場合，ビンは1列  

としビンの間隔l．を2～7（pで変化させた（ITjg．1）．   

試験は，引張り試晩 25mの面にノ侶力する曲げ討欝（縦恥デ  

試験），5伽mの面に知力する（平曲げ試験）を行った．仙げ試験  

げ〕スパンはLが2¢のとき450Ⅷ1，3（pのとき50（加¶，4（少〝〕とき  

55伽m 5（pのとき58伽町 6（か乃とき62伽†［，7（pヴ〕とき66伽mと  

した．その後，ホゾ接合及びドリフトヒン接合で作製したいす  

の菅もたれの荷重訊頗をJIS SlO21学校用家具一教室用机。い  

す8．3．6いすの蕾もたれの強度試験に従い試験した（Fig．2）．  

3．結果   

引張り試験，縦曲げ試験，平出げ試験の結果をT∂b璽el・2に  

示す．これらからアルミニウムピンを川いた場合は，引張り試  

験，縦曲げ試験では十分な強度をホすことがわかった．立た，  

スギ圧密ビンを用いた場合は，引張り試晩 縦曲げ試験ではビ  

ンを2列にすれば卜分な強度を得られる可能什があることが分  

かった．   

またドリフトビン接合部を平曲げ試験した勝合，アルミニウ   

2．内容   

昨年度且スギとアルミニウム舷アルミニウムピンを使い，  

アルミニウムの板の厚さ，ピンの太さなどを変え，引張り紙験  

を行った．その結果 アルミニウムの板は2．Om叫 ビンの直径は  

10mmとすると良いことが分かった．   

試験に川いたアルミニウム棍およびアルミニウムピンはJIS  

H4000アルミニウム及びアルミニウム1今金の板及び条に規定  

されているA5052工｝を用いた．アルミニウム板瑚計主50mm，  

厚さは2mIn，アルミニウムピンの直径は10m町 長さは25fn  
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Fig．1試験片の概要  
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ム」励叫＼‘′二机上に臥催されるため，行端側スギゾ〕めりj△み〝〕み  

で曲げに抵抗するた姉巨分な強度が得られないことが分か／〕た．   

ホゾ接合及びドリフトピン接合で作製したいすの常＝毒〕たれげ〕  

荷重試験を行イたところ，ホゾで作製したモデルと遜色ない性  

能を有していることが分か／〕た（Fig3）r。  

4．今後の方向性   

今年度アルミニウム板1枚を川いた場合，仰てすげ試験では十  

†1〔1ヒ）1el各．試験の最人荷電（＼）  

分な強度を得られなかったが，アルミニウム板を引張膏惧は車  

縮側にそれぞれ1枚ずつ門出削一れは 平曲げ試験でそ）十分な強  

度が得られる可能性があると′患われる．  

ピンぴ）種如    試験方法  
ピンの間隔  

2   3   4   5   6   7   

引張り   6735   9029   10769   11149   11049   11284  

縦し裾ヂ   1834   1．589   1745   2002   1990   1931  

ー二7      、   
平曲げ   726   644   631   516   497   441   

11808   11087   11141   11450   10587   10928  

2   縦軸げ   2573   2707   2580   2384   2112   2093  

平曲げ   769   684   706   577   582   498   

3990   4041   4162   3957   3881   4094  

874   893   1060   980  】   ユ003   1238  

ヨノノ 412   413   360   368弓   288  275   

I「こかk2 ニ破顔の状況  

ピン瑚F‡］隔  

ピン  列 数  試験方法  2   3   4   7   

D割 3   D割 2   1）割 3   Ⅰ）割 2  
引張り  D割4  

J割1   J割 2   eす割 2   J割1   「‾ 〇  6  J割 2  
1  

縦曲げ  D割 4   D割 4   D割 4   D劃 4   
アル  

D苦り 4   D割 4  

平l恥げ  C圧 4   C圧 4   C圧 4   C圧 4   Cノ王 4   
、－‾  

C圧 4  

J割 4   J割 4   J割 4   J割 4   J割 4  

D害り2  

ウム  D割2 Al断2  Al断2   A＝析・2  Al断 2  酌 恒…  
平山げ  C圧 4   C圧 4   C丹三 4   C圧 4   C圧 4   厄圧 4  

引張り  C断 4   悍断 4  C断 44   C断 4   】c断 4   C断 4  

C断 4  

1                         縦し裾ブ  C断 4  C断 4  C断 44  C断 4  C断 4       平曲げ  C圧 4  C圧 4  」c圧 4  厄圧 4  ∃c圧 4  C圧 4   
D割：ドリフトピン郎のスギ材の割れで破壊，才割：ジグピン部のスギ材の割れで破壊，C圧：＝；縮側スギ材  

がめり込み破塊，A＝析：アルミニウム板が切断し破壊，C断：スギ圧密ピンが折れ破娘  
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変位〈【11nl）  
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ドiH∴うホゾ接合およびドリフトビン接令で≠製  

L77こいすの－を冒）たれ〔7）荷重試験明結果   

巨、ig．2ホゾ接合及びドリフトビン接令で竹製したい  

すの1写もたれの荷重試歌の様子  
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